
FDLS-1

このたびはデュアル RX リンクシステム
FDLS-1 をお買い上げいただきありがとう
ございます。本説明書をよく読んで正しい
使い方により末永くお楽しみください。

デュアル RX リンクシステム

使用方法使用方法

LED 表示LED 表示

注意事項注意事項

機能機能

取扱説明書

1. 裏面接続図のように 2 つの受信機を機体

に搭載します。

2. 送信機のデュアルレシーバー機能を使用

して 2 つの受信機をリンクします。

   デュアルレシーバー機能のないシステム

の場合はそれぞれの受信機を順にリンク

します。

※デュアルレシーバー機能使用時はメイン

受信機のみテレメトリー機能を使用でき

ます。サブ受信機に切り替わった場合は

テレメトリー表示が無効です。

デュアルレシーバーモード以外のシステ

ムではテレメトリーを INH（無効）にし

てください。

緑 1 回点滅 -- メイン受信機動作時
緑 2 回点滅 -- サブ受信機動作時
赤 -- 無信号時
緑 / 赤交互点滅 -- 異常時
( カスタマーサービスにお問合せください。)

機体に搭載した 2 つの S.BUS 受信機のうち
メイン受信機の受信状態が悪化した場合に
自動的にもう一方の受信機に切り替えるシ
ステムです。より安全に飛行を楽しむこと
ができます。

警告
コネクターの極性に注意する。

コ ネ ク タ ー は し っ か り 差 す 。

■飛行、走行中にコネクターが抜けると、
大変危険です。

防 振 対 策 を 施 し 、燃 料 や 水 分 が か
か ら な い 位 置 に 取 り 付 け る 。

■本製品には電子部品が使用されています。
振動、衝撃、高温等に対する保護対策を施し
てください。

配線 ケ ー ブ ル は 機 体 搭 載 時 、引 っ
張 ら れ た 状 態 で は な く 多 少 余 裕 が

あ る よ う に す る 。
■ケーブルが引っ張られた状態だと、振動

により、配線切れやコネクター抜けによ
る、動作不良の恐れがあります。

必ず２つの受信機と使用する送信機で
リンクする。

■２つの受信機がリンクされていないと動
作しません。（起動後は片側のリンクが外
れても一方は正常動作を続けます。）

Futaba S.BUS/S.BUS2 システムのセッ
トで使用する。

■ Futaba S.BUS/S.BUS2 システム以外で
は使用できません。

ESC から受信機電源を供給してはいけ
ない。受信機電源供給タイプの ESC を

使用する場合は ESC からの 3ch 配線の赤

（+）コードを抜いて ESC から電源供給
されないようにする。
■受信機 / サーボの電源は専用バッテリ

ーを使用してください。

磁性体付近に搭載しない。

■磁性体に近いと正しく機能しない場
合があります。

組立後は必ず動作検査を行う。

■検査が終わるまでは飛行・走行させな
いでください。

フライト前に正常動作中の FDLS-1
からメイン受信機の配線を抜きサブ

受信機だけでもコントロールできるかを
確認する。
■ FDLS-1 が切替動作をするかの確認

です。

ラ ジ コ ン 模 型 以 外 に は、使 用 し な い。
　　　

■双葉電子工業（株）ラジコンカスタマー
サービス

〒 299-4395 千葉県長生郡長生村藪塚 1080
　TEL.(0475)32-4395

修理・アフターサービス、プロポに関する
お問い合わせは弊社ラジコンカスタマー
サービスへどうぞ
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LED

＜ FDLS-1　仕様＞
用途 : 2 受信機切替機器
全長：240 mm   　　　重量：6.5 g
定格電圧 : DC3.7 ～ 7.4 V
              （使用可能電圧範囲 3.5 ～ 8.4 V)

2 つの受信機の一方が受信不能に
なった場合正常な受信機へ自動
的に切り替えるシステムです。

送信機をリンクモードへ

送信機をリンクモードへ

(FASSTest 18CH の場合デュ
ア ル を 選 択 し て プ ラ イ マ
リーのリンク ) ※リンク手順はそれぞれ

の受信機マニュアルに
したがってください。

(FASSTest 18CH の場合デュ
ア ル を 選 択 し て セ カ ン ダ
リーのリンク )

メイン受信機に電源を
入れてリンク

サブ受信機に電源を入
れてリンク

メイン RX

サブ RX

通常はメイン受信機
で動作

メイン受信機にトラブル
発生！！

FDLS-1 が自動的にサブ
受信機に切替

メイン受信機が通信回復す
るとメイン受信機に切替

対応機種
S.BUS/S.BUS2
受信機

（地上用を除く）



S.BUS2/S.BUS 受信機

メイン受信機

サブ受信機

S.BUS2/S.BUS 受信機

S.BUS2/S.BUS ポートへ

S.BUS サーボを使用しない場合

SBD-2 を使用
SBD シリーズ　
S.BUS デコーダを
3CH に設定します

ESC使用の場合

サーボ /受信機バッテリー

各種テレメトリーセンサー ・ S.BUS2 ジャイロ等（S.BUS2使用時）

FDLS-1

S.BUS2/S.BUS ポートへ

S.BUS サーボ

HUB

HUB

受信機にはサーボや S.BUS2 センサー、
バッテリーを接続しないでください。
FDLS-1 に大電流が流れ、故障の原因
となります。

４本のアンテナはそれぞれ異なる
方向に配置してください。

TB16PP 
6 ターミナル BOX
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接続例接続例

ESC から受信機電源を供給してはいけない。
受信機電源供給タイプの ESC を使用する場合

は ESC からの 3ch 配線の赤（+）コードを抜いて
ESC から電源供給されないようにする。
■受信機 / サーボの電源は専用バッテリーを使用

してください。


